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拓魂公園（都立桜ヶ丘公園内）を訪ねる
清水 竹人

１．拓魂公苑（多摩市）は慰霊の場なのか

1963年、社団法人全国拓友協会による開設

碑に刻まれた「拓魂」は加藤完治による揮毫

以後、毎年4月第2日曜に「拓魂祭」を開催

社団法人全国拓友協会解散にともない、2001年、東京都に移管

２．慰霊と顕彰・・・慰霊塔と忠霊塔の違いから考える

慰霊・・・死んだ人や動物の霊魂を慰めること

忠霊・・・忠義のために命を落とした人の魂。英霊。

（小学館『精選版日本国語大辞典』より）

慰霊塔とは、慰霊のための塔。つまり、死んだ人や動物の霊魂を慰めようとする行為

のために築かれた塔であり、慰霊する側にとって必要な、慰霊行為があってこそ意

味をなすものといえる。

忠霊塔とは、忠義のために命を落とした人の魂がまつられている塔であり、辞典に

は「戦死者の魂をまつった塔」とある。では、忠義のために命を落とした人とは誰な

のか。

忠霊塔の起源・・・日露戦争の戦没兵（約8万）のうち、郷里に送還できなかった遺

骨を遼陽･旅順･安東･奉天･大連に集約し、忠霊塔とした。ということは、対外戦争で

死んだ軍人がまつられているということなのか。
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３．靖国神社から考える忠霊と顕彰

 招魂社・・・明治維新以降に国家のために殉難した死者を奉祀した各地の神社

1879年、東京招魂社が靖国神社となる（他は護国神社）

 陸軍省と海軍省が管轄（他の宗教施設は文部省）＝宗教施設ではなく軍事施設

 家内安全、安産、商売繁盛、交通安全、合格、良縁を祈願する参拝者はいない

 まつられているのは戦死者（民間の犠牲者は含まれていない）

 国家のために命を捧げた軍人か？

明治維新後の戦死者（対外戦争のみではない）

戊辰戦争、西南戦争における明治政府軍の戦死者

つまり天皇のために命を捧げた軍人（天皇に対する忠義）＝天皇制と一体

思想的背景・・・福澤諭吉（1835～1901）
主催する『時事新報』に「戦死者の大祭典を挙行すべし」（1895年11月14日）

 石河幹明
いしかわかんめい

（1859～1943）の起草であると推定

 内容…戦死した兵士やその家族に対して、国から何の恩賞も無い。今後戦争を行

うためには戦死を厭わぬ兵士の調達が不可欠である。兵士やその家族を満足させ

るために「栄誉ある死」と称える必要がある。そのためには全国戦死者の遺族を

招待し、最高司令官である天皇自らが祭主となり、死者の功績を褒め称え、その

魂を顕彰する言葉を発することが必要である。

↓

戦死者と遺族に最高の光栄を与えることで、悲しく虚しい家族の戦死を、残された

遺族はむしろ喜ばしいものと考えるようになるだろう。

靖国神社は、追悼施設ではなく顕彰施設と考えるべき存在
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